
 
        平成18年1月1日 

神付市民農園管理組合 

    

 

 皆さんご家族お揃いで楽しいお正月をお迎えになられたことと存じます。 

昨年は大変お世話になり誠に有難うございました。私たち３名で始めた貸農園、当初は皆さんに農園を気に入ってもらえる

かなあ、うまく野菜ができるかなあなど不安いっぱいでしたが、おかげさまで野菜づくりは誰も上手につくられたし、交流

館でも様々な語らいができ、楽しい農園になりました事に深く感謝いたします。今年は更にご満足いただける農園づくりに、

皆さんと共に頑張っていきたいと思います。皆さんにとって今年は幸せな年でありますように。  管理組合  岩田恪夫 

 

 ふるさと村がオープンして早１０年、拡張につぐ拡張で今や５００区画もほぼ満杯！休日には向かいの里山にも大勢の

人が来られて山歩きする人、炭焼きに取り組む人。茶店棟では地元で採れた旪の食材を使った料理で腹ごしらえする人や、

お茶を飲みながら気の合った仲間と畑談義する人々。さあ－て日本一の農園目指して次ぎの一手は～っと‥‥‥・と遠く

から「お雑煮出来たよ～っ」て聞き覚えの声！なんや夢やったんか。 明けましておめでとうございます、今年もよろし

くお願いします。                                    管理組合  辻井隆治 

 

 多くの方々に、支えられて、新しい年を迎えることができました。大沢コンパクトタウン研究会、ホームページ

(http://www.ozo.ne.jp)、光山だより、学校歯科医、カウンセラー、教育研究会（よすが）、歯科医師会の同窓会、等いろい

ろなことに首を突っ込んでいます。何もできませんが、情報の伝達だけでもお役に立てていると思っています。ふるさと

村にもいろいろな方がいらっしゃいますので、お話を聞かせてください。交流館、囲炉裏の出番です。  

   管理組合  岩田邦男 

 

今年の主な予定 

 4月 バーベキュー大会 

 5月 夏野菜の栽培講習会 

 8月 秋野菜の栽培講習会 

11月 収穫祭 

12月 もちつき大会 

 

お知らせ 

※ 2月になりましたら18年度

の契約の更新手続きをさせてい

ただきます。 

※ お正月も交流館（管理棟）

の利用は出来ます。 

※ 交流館の南側に竹炭など

炭焼きのできる施設を1月中に

つくる予定です。 

※ 冬でも農園周辺の里山で

汗の流せる「神付ふるさと

村物語」を計画しています。

この計画の推進は北神戸田園ボランティアネット代表佐藤由美子氏にお願いしていますが参加対象は農園の利用者で

す。参加をお待ちしています。 

※  

http://www.ozo.ne.jp)/


 



平成１７年１２月２５日、餅つき大会、保田先生のお話し（如是我聞）                             

「自分でつくる野菜の大切さについて」 
 前回お話したように、寒くなると野菜がおいしくなるのは、凍らないように糖分を増やしている為である。野菜は自然に

生きる知恵を持っている。しかし、全ての野菜が寒くなると旨くなるわけではない。ハウス栽培の野菜は寒さに遭うことが

ないので味は変わらないことになる。ところが、最近は味覚障害の子供達が多いので、わずかな味の違いが判らない。ほと

んどの家庭が出しの素や味の素で味噌汁を作っている。化学調味料は感激のない大人に育つということである。 

 コウノトリが絶滅しかけたので、繁殖させて現在１１８羽に増えて最近その内の５羽を放鳥した。餌は主に泥鮨で、成鳥

は一日５００㌘食べる。雛は１０週で成鳥になるが、巣立ち前になると一日１５００㌘の餌を食べる。しかし、親は巣立ち

前に餌を運ばなくなる。すると雛はおなかが空くから自分で飛び立って餌を獲るが、巣は２０㍍以上の松の木の上にあり、

飛び立つのはかなりの勇気がいるはずである。雛は餌をねだってピーピー鳴くが、時にいつまでも餌を運ぶ親鳥がいる。こ

んな親に育てられた雛は、自分で生きる力が弱いので、生存競争に勝てないことになる。生物は一定の年令までに、生活の

術を教えないとうまく生きられないものである。 

 昔からの日本の伝統「七、五、三参り」は３歳まで生かしていただいたという感謝をし、5 歳は男の子の袴付け、７歳は

女の子の帯締めの感謝の行事である。男は１５歳で元服すると、男親の代わりとして認められることになっていた。これら

のことは、一定の年令になって子供達が自覚する為の伝統行事である。最近ニートとかフリーターなど定職につかない若者

が多いが、これはおばあちやんや親がいつまでも小遣いを与えるからである。自分で生きる力を持てない子供は、コウノト

リと同じように生存競争に勝てないことになる。 

 さて、配った資料を見てもらうと、日本の食料自給率が４０㌫しかないことが判る。つまり、６０㌫ま主にアメリカに依

存していることになる。骨の素になるリン酸カルシウムなどは食料の出来た土の成分であり、日本人の身体は日本人であり

ながら６０㌫がアメリカの身体ということになる。つまり、今は食物をお金で買っているが、安ければどこの食物でもよい

ということはないはずである。自給率は一年に１㌫づつ低下しており、当然このまま行けは４０年先にはすべての食物が外

国産になってしまう。現在、日本は経済大国なので、食物を買う金があるが、どんどん経済力が落ちているので将来の子供

や孫が食べるものがないことになる。世界の欧米の先進国は自給率をしっかり確保して上げている。日本と韓国は農業を粗

末にする国風があり、子供達が農業をしなくなっているし、農業は劣った産業だと思っているがそうではないことを自覚す

るべきである。飢饉で大変と云われている北朝鮮でさえ、自給率は７０㌫はあるはずである。食料の分配がうまくいってな

いので、食べられない国民がいることになる。金がないので買えないだけだが、日本は金があるので結構栄養のよい人達も

いるが将来の子供たちの為に食物の大切さを考えることである。その意味で、自分で畑を作って食物を自給するのは大切な

ことである。 

 身体は土の成分で出来ているわけだから、日本人は日本の土で生きるべきである。世界各国の自給率表を見ると格段に低

いのが日本であり、食料不足で水没するとしたら最初に沈むのが日本となる。しかも、日本は島国であり、災害大国である。

小泉政権は農業改革には無関心であるが、本来一番大切なことは、食料改革であろう。今朝、パンを食べた人も多いと思う

が、パンは日本人の主食ではない。原料の小麦はアメリカのものである。フランス人はフランスパンを食べるが、フランス

の麦はグルテンが少ないので、硬いパンになる。ドイツも質が良くない黒パンで、イギリスはグルテンの多い小麦で柔らか

いパンになる。しかし、どの国も自分の国の麦で自給率を補っていて、食文化を定着させている。日本人の内、神戸市民が

一番多くパンを食べている。３歳までにパンを食べることを教えると米を食べなくなる。日本人はアメリカの小麦を食べて

アメリカの小麦畑を繁らせているが、米の出来る田圃に雑草を繁らせている。パンを食べると野菜を食べなくなる。菜っ葉

を食べると米を食べることになる。しかしそんな野菜も最近は輸入が多い。玉葱、

カボチャ、牛蒡などはいくらでも日本で出来るのに輪入している。安いからだが、

その為に日本の畑がどんどん減っている。そうなると、日本の野菜から種が取れ

なくなっている。 

 今、種の８０㌫は輪入になっているが、種を取る為には、雨の少ない気候が向

いている。日本は雨の多い国なので、雨の少ない土地で取った種がうまく育たな

いので農薬がいることになる。昔は各農家で種を取っていたものである。兵庫の

在来種保存会という会で、畑と技術と種を守る運動をしているので、参加してい

ただきたい。 

 せっかく、ご縁があって自分で食料を作っているわけだから、子孫の為に、こ

のような考え方をしっかり継承していくことが大切である。   (森脇 泉 作成) 



 


